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札幌市の宮城県山元町への復興支援について

市民まちづくり局都市計画部長　　若松　郁郎

●山元町の概要

山元町は、仙台市の南約35キロメートル、福島県との県境近くに位

置し、震災前の人口は約16，700人、世帯数約5，200、面積約65．5平方

キロメートル、役場の職員数約170人の町です。

昔からの集落を中心に市街地が分散しており、用途地域などの指定
を行っていないため、都市計画法に係る土地利用計画制度や市街地整

備事業などの運用経験のある職員がほとんどいない状況でした。

●23年度の支援の取組み

23年度は、星都市計画部長（当時）が山元町の参与に就任し、職員
こ言∴∴一　㌦∴∴日高斗・∴十．いj！十一　∴・・・、灯ニー
復興計画づくりの支援にあたりました。　　　　　　　　　　　　　　　JR坂元駅の被災後の様子

今回と同様の津波が来た際に人命が損なわれる恐れのある区域には、今後、人が住まないようにするため、
建築制限の措置を講じることが緊急の課題でした。このため、建築基準法第39条の災害危険区域を指定するた
め、考え方の整理や条例案づくりの支援を行い、被災地の中で最も早く災害危険区域の指定を行うことができ

ました。

また、災害危険区域の指定に伴い、当該区域内の住民が移転するための新市街地を整備することが必要にな

ります。この移転先の市街地を、津波で流出したため移設されるJ Rの駅ができる2地区など3地区に集約し
て整備することで、分散化していた集落を集約してコンパクトなまちづくりを進めることとし、山元町復興計

画にも盛り込まれました。この計画づくりにも派遣職員が大きな役割を果たしました。

●24年度の支援の取組み

24年度は、復興事業の本格的なスタートを切る重要な年にな

ります。

23年度に復興計画づくりを支援した経過を踏まえて、復興事

業推進のための効果的な支援を行うために、この4月から、高

久室長（課長職）、坂本班長（係長職）ほか一般職4名の計6
名を、地方自治法に基づき派遣（長期）しています。

派遣された職員は、復興事業の主要事業である新市街地整備
事業や災害公営住宅の建設事業の立ち上げなどにあたっています。住民説明会（左から3人目が札幌市派遣の高久室長）

特に、新市街地整備事業に関しては、着任早々から、復興庁や宮城県との連絡調整、住民説明会、議会対応、
都市計画手続きなど、業務が錯綜するなかで事業の推進のために頑張っています。

●むすび
がれきの処理やインフラの復旧は徐々に進んできていますが、復興を実感するためには、被災住民が移転す
る新市街地の整備や災害公営住宅の建設が、日に見える形になっていくことが必要です。札幌市からの派遣職

員は、使命感とやりがいを持ちながら復興事業の支援にあたっています。都市計画部においても、部内に設置
した災害復興支援室を中心に彼らをバックアップしてまいります。
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